
②提案内容

施設分野
職員対応 民間委託

間接業務
発注・契約/工事監理/事務・・・

直接業務
窓口/巡回/現場・・・

日常的管理
維持工事/除草/清掃/剪定/樹木管理/設備保守・・・

構造物管理
計画/点検/設計/施工・・・

道路施設
舗装・橋梁
・トンネル
・附属物等

河川・公園

下水道

NTTフィールドテクノ・パシフィックコンサルタンツ・ショーボンド建設 共同提案体
令和８年度民間提案型官民連携モデリング事業 シーズ提案書（民間事業者）

①提案によって解決することができる課題のイメージ

大手3社の専門性を融合し日常管理～設計・施工まで一体でマネジメントすることでインフラの維持管理を総合的に最適化し包括事業の『制度化』、新技術等を軸とした『効
率化』、地域の担い手への制度・手法の『定着化』を実現すると共に、地域の担い手（職員・地元企業）のサステナブルな参画に繋がる協働体制を整備します。

様式

地域共創インフラマネジメントモデル
～新しい公共のカタチ～

【対象施設】 道路 / 橋梁 / 公園 / 上下水道 / 河川 / 港湾 / 遊休施設 / その他（ ）

【事業方式】 コンセッション / その他のPFI / 包括的民間委託  / その他（ ）

【テ  ー  マ】 持続可能なインフラマネジメントの実現 / スモールコンセッションの推進 / グリーン社会の実現 / その他（ ）

【対応ニーズ番号】 IN-10

地域（職員・地元企業・住民）が率先する
メンテナンスサイクルの定着化を目指し
『今から動き出す！』

改善 更新 定着
“今” 5年後 10年後

人は減る一方でやる範囲も量も増える 広範囲・複合的な課題を有する 3社共同で維持管理体制を最適化

を中心とした メンテナンス体制 の実現
効率化 シームレス手法の標準化

「システム活用を軸にやり方構築」 定着化
地域主導の体制構築

「学びの場による担い手確保」

社会インフラの運用・DXに
強みを持つインフラ管理者 メンテナンス事業のスペシャリストPPP事業・施設管理のコーディネーター

制度化 包括事業化プロセスの先導
「内外の調整をリード」

体制・予算は不足・縮小
する一方で、老朽化は加速

各分野共通の課題を抱える中で、
現状を打破する工夫が不可欠

団体名  ： NTT‐FT・ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ・ｼｮｰﾎﾞﾝﾄﾞ建設 共同提案体
担当部署：パシフィックコンサルタンツ大阪本社

 大阪交通基盤事業部 ｲﾝﾌﾗﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ室（代表窓口）

担当者：田中 滋士（ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ） 連絡先（電話番号）：06-4799-7277 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：kanminrenkei_seeds@tk.pacific.co.jp
鈴木 亮平（NTTフィールドテクノ）連絡先（電話番号）：06-6490-7113 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：infradx-contact@west.ntt.co.jp
松村 暢彦（ショーボンド建設） 連絡先（電話番号）：06-6965-4314 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：infra-inno@sho-bond.co.jp

 限られた体制（技術職不足・一人で複数管理）
 許容量を超えた多様な施設分野・施設量
 日常維持～構造物管理まで幅広い技術領域
 自由度のないやり方（仕様発注・単年契約）

一連の維持管理の中に潜む様々な課題



明文化・定量化・可視化
 経験・データに基づく「あるべきやり
方」を「誰でもできる」化

 誰が何をするのか作業レベルまで
ブレークダウンによる学びの促進

実体験型の技術習得
 職員・地元企業・学生を対象とし
た”学びの場”の提供

 独自の研修センター活用・各種専
門家による全方位的なメンテ講習

地域の担い手との交流
 培ったコミュニケーション力による地
元企業との関係性の醸成

 準備段階での地元企業との積極
的な事業連携の実行

令和８年度民間提案型官民連携モデリング事業 シーズ提案書（民間事業者）

②提案内容

様式

制 度 化 効 率 化 定 着 化

• 日常管理から設計施工まで一連のマネジメントを包括化
• 大手企業の技術・ノウハウを活かした地元企業への技術継
承および管理手法の定着化

• 特定のプロセスに限定せず、インフラメンテナン
ス全般のシームレスで効率的な取組の実現

• 職員・地元企業の活躍による地域の活性化

• 災害時を見越した大手企業の連携による地域
に根差した事業スキーム構築プロセスの整備

• 包括事業の標準化による全国自治体への展開

包括事業化の“道筋”整備
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地元で取り組む体制を定着

標準化

各方面をカバーする専門技術者の配置
PPP調達～事業運営

制度設計・マネジメント
メンテナンスサイクル

日常管理・計画・点検・設計・施工
自治体所管インフラ

道路/橋梁/公園/上下水道/河川/港湾

教科書にして
地域と繋がり

交流

『学ぶ』

習得
定着化

地域が主導する体制の定着

先
進
性

有
効
性

汎
用
性

のシームレス化・技術/システム活用を軸とした
“やり方”の構築日常管理

構造物管理

設計方針の統一
成果のDB活用

点 検

工 事

実情（品質・工期・ｺｽﾄ）・
環境を配慮した対応提案DX活用での

省力化・メリハリ
(簡素化も視野)

施工者視点
での施工計画

受 付

巡 回

コールセンター
での窓口集約

実施判断

現地対応

路面状態AI評価
⇒可視化・計画立案

施工材料の提供
（調達手間の削減）

材料ロス・環境
影響の低減

材料調達

基準の定量化
⇒判断の規定化

地方公共団体
地場企業 民間事業者

定点観測

ビジネスチャット等を
活用した連携

現場作業等の
重複項目の省略

設 計

事業化プロセスを先導
 地域状況に応じて課題解決・将
来形を勘案したプロセスの整備

 豊富な実績に基づく整理・検討・
議論の進め方をプランニング

内外の調整をリード
 「こうしておけばよかった・・・」を生
じさせないコーディネート

 地域JV実績を活かした地元企業
とのコミュニケーション形成

生じうる障壁を突破
 準備・発注・事業中の各段階で生
じうる障壁を未然に措置

 魅力的な事業（ｺｽﾄ削減/ｲﾝｾﾝ
ﾃｨﾌﾞ・性能規定・・・）の仕込み

【対応ニーズ番号】 IN-10
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